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較
し
低
い
結
果
と
な
っ
て
お

り
、
新
事
業
の
計
画
に
当
た

り
、
要
支
援
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉

え
る
こ
と
が
重
要
だ
。
傾
聴
や

買
い
物
支
援
は
介
護
予
防
に
有

効
だ
と
考
え
る
が
、
新
事
業
の

中
で
の
実
施
予
定
は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

新
事
業
に
お
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
多
様
な

主
体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
も

想
定
さ
れ
て
い
る
。
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
買
い
物
支
援

と
も
既
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今

後
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
制
度
設
計
の
中
で
、
よ
り
拡

充
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
ア
メ
リ
カ
が
行
う
戦
争

に
日
本
が
参
戦
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
安
全
保
障
関
連
法
案

は
、
三
鷹
市
民
の
生
命
を
脅
か

す
こ
と
に
な
る
。
法
案
へ
の
賛

否
と
所
見
を
伺
う
。

市
長　
国
政
が
扱
う
事
項
で
あ

り
、
国
政
の
場
で
の
議
論
の
推

移
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
介
護
保
険
制
度
の
改
定

に
伴
い
、
平
成
28
年
４
月
か
ら

要
支
援
１
・
２
の
人
を
対
象
と

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
、
新
た
な
市

の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
と
し
て
行
う
。
実
態

調
査
で
は
、
要
支
援
者
の
サ
ー

ビ
ス
満
足
度
は
要
介
護
者
と
比

議
員　
平
成
22
年
４
月
に
Ｊ
Ａ

Ｓ
（
日
本
農
林
規
格
）
法
違
反

で
書
類
送
検
さ
れ
た
市
内
業
者

代
表
か
ら
、
翌
年
４
月
に
市
長

は
寄
附
を
受
け
て
い
る
。
①
違

反
の
事
実
が
報
道
さ
れ
た
業
者

代
表
か
ら
の
寄
附
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
②
こ
の
寄
附
の
市

民
へ
の
説
明
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
①
当
該
事
案
は
起
訴
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、

公
職
選
挙
法
等
関
係
法
令
の
規

定
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い

と
認
識
し
て
い
る
②
市
民
へ
の

説
明
等
は
想
定
し
て
い
な
い
。

議
員　
不
起
訴
の
理
由
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
個
別
の
案
件
に
つ
い
て

答
弁
す
る
こ
と
は
控
え
た
い
。

議
員　
市
長
は
様
々
な
立
場
の

市
民
の
身
近
な
声
を
聞
く
と
し

て
い
る
が
、
面
会
に
つ
い
て
の

可
否
は
誰
が
ど
の
よ
う
な
基
準

で
判
断
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長　
特
に
明
文
化
さ
れ
た
も

の
は
な
い
が
、
面
会
の
必
要
性

を
総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
。

議
員　
参
加
と
協
働
の
推
進
に

は
市
民
要
望
を
聞
く
姿
勢
が
必

要
だ
。
今
回
請
願
が
出
て
い
る

社
会
教
育
会
館
の
件
を
伺
う
。

市
長　
そ
の
件
で
あ
れ
ば
、
市

議
会
終
了
後
の
７
月
中
旬
に
懇

談
し
た
い
旨
を
伝
え
て
い
る
。

議
員　
外
環
道
中
央
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
準
備
工
事
の
一
つ
で
あ

る
北
野
中
央
通
り
工
事
の
説
明

会
で
は
、
今
後
の
準
備
工
事
全

体
に
関
す
る
情
報
提
供
が
不
十

分
だ
と
感
じ
た
。所
見
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
用
地
買
収
が

完
了
し
て
い
な
い
状
況
で
全
体

計
画
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
と

い
う
説
明
が
あ
っ
た
。
今
後
の

進
捗
状
況
に
よ
っ
て
、
事
業
者

に
情
報
提
供
を
要
請
し
た
い
。

議
員　
地
中
拡
幅
部
に
関
す
る

都
市
計
画
変
更
に
よ
る
影
響
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
、
市
民
に
情

報
提
供
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
よ
り
安
全
で

長
期
的
に
健
全
性
の
あ
る
構
造

物
と
す
る
た
め
と
承
知
し
て
い

る
。
引
き
続
き
丁
寧
な
説
明
を

事
業
者
に
求
め
て
い
き
た
い
。

だ
。ど
う
対
抗
す
る
つ
も
り
か
。

市
長　
平
成
26
年
度
の
決
算
見

込
み
で
は
約
900
万
円
の
税
収
減

だ
。
28
年
度
分
の
課
税
か
ら
特

例
控
除
の
限
度
額
が
所
得
割
額

の
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
た
め
、
２
倍
す
る
と
28

年
度
は
１
千
800
万
円
程
度
の
減

収
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
一

方
、
25
年
度
決
算
の
個
人
か
ら

の
寄
附
は
約
２
億
２
千
800
万
円

だ
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
踏

ま
え
つ
つ
、
寄
附
文
化
の
醸
成

を
図
っ
て
い
く
。
ふ
る
さ
と
納

税
に
対
す
る
返
礼
品
を
設
け
る

こ
と
は
、
現
在
考
え
て
い
な
い

が
、
そ
れ
で
も
、
寄
附
が
あ
り

本
当
に
あ
り
が
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
主
権
者
教

育
に
つ
い
て
／
高
齢
者
の
生
き

る
を
守
る
た
め
に

議
員　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
、
税
制
改
正
に
よ
り
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
確
定
申
告

が
不
要
と
な
っ
た
。
寄
附
し
た

自
治
体
が
５
カ
所
以
下
で
給
与

収
入
２
千
万
円
以
下
の
確
定
申

告
の
必
要
が
な
い
会
社
員
の
場

合
、
寄
附
目
安
額
の
範
囲
内
な

ら
自
動
的
に
税
金
が
安
く
な

る
。
例
え
ば
、
あ
る
自
治
体
に

３
万
円
の
寄
附
を
す
る
と
、
自

己
負
担
額
２
千
円
を
除
い
た
２

万
８
千
円
分
の
税
金
が
安
く
な

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

合
戦
が
話
題
と
な
っ
て
お
り
、

い
わ
ば
２
千
円
で
多
く
の
特
産

品
を
集
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
市
民
に
は
食
料
品
が
２
千

円
で
多
く
手
に
入
る
事
態
だ

が
、
本
市
に
と
っ
て
は
税
収
減

の
可
能
性
が
大
き
く
、
大
打
撃

ま
え
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
社
会
教
育
と
し
て
市
財

政
等
の
状
況
を
学
ぶ
講
座
を
実

施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
市
民
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
市
の
財
政
等
に
つ
い
て
も

学
習
対
象
に
し
て
い
き
た
い
。

る
。
財
政
白
書
を
単
独
で
作
成

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員　
市
で
発
行
し
て
い
る
決

算
概
要
な
ど
は
非
常
に
分
か
り

や
す
い
資
料
だ
。
改
め
て
市
民

へ
の
広
報
を
検
討
す
べ
き
た
。

企
画
部
長　
指
摘
の
趣
旨
を
踏

議
員　
市
民
参
加
と
市
民
協
働

は
情
報
共
有
か
ら
始
ま
る
。
市

民
に
分
か
り
や
す
い
財
政
白
書

の
作
成
・
公
表
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
本
市
で
は
財
政
状
況
を

基
本
計
画
等
の
達
成
状
況
と
一

体
で
公
表
す
る
よ
う
努
め
て
い

議
員　
公
共
施
設
の
電
力
購
入

契
約
を
、
競
争
入
札
に
よ
り
特

定
規
模
電
気
事
業
者
（
Ｐ
Ｐ

Ｓ
）
に
切
り
替
え
た
こ
と
で
、

東
京
電
力
と
契
約
し
た
場
合
と

比
較
し
て
、
①
市
の
施
設
②
学

校
・
教
育
関
係
施
設
で
電
気
代

は
ど
れ
だ
け
削
減
で
き
た
か
。

総
務
部
長　
①
平
成
24
年
４
月

か
ら
市
内
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

セ
ン
タ
ー
、
25
年
３
月
か
ら
市

民
セ
ン
タ
ー
で
継
続
し
て
Ｐ
Ｐ

Ｓ
か
ら
調
達
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
３
年
間
の
合
計
で
、
約
１
千

60
万
円
の
節
減
と
な
っ
た
。

教
育
長　
②
市
立
全
小
・
中
学

校
で
平
成
24
年
３
月
か
ら
継
続

し
て
Ｐ
Ｐ
Ｓ
か
ら
調
達
し
、
26

年
度
は
１
千
630
万
円
程
度
の
節

減
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
。
施

設
規
模
や
事
業
者
側
の
供
給
能

力
の
関
係
で
、
な
か
な
か
契
約

に
至
ら
な
か
っ
た
教
育
セ
ン
タ

ー
及
び
三
鷹
図
書
館
も
27
年
３

月
か
ら
調
達
を
開
始
し
た
。

議
員　
Ｐ
Ｐ
Ｓ
か
ら
の
電
力
調

達
は
、
基
礎
自
治
体
が
実
行
可

能
な
脱
原
発
政
策
と
い
う
側
面

も
あ
る
。
被
曝
労
働
者
を
出
さ

な
い
と
い
う
命
に
関
わ
る
面
か

ら
も
拡
大
を
求
め
る
。
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　
入
札
時
期
や
入
札

方
法
の
工
夫
を
重
ね
、
引
き
続

き
検
討
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
２
０
１
４

年
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
た

５
％
か
ら
８
％
に
増
税
さ
れ
た

消
費
税
の
影
響
に
つ
い
て
／
三

鷹
市
役
所
で
働
く
臨
時
・
非
常

勤
等
職
員
の
安
定
雇
用
・
処
遇

改
善
に
つ
い
て

方
公
共
団
体
は
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
挙
げ
ね
ば
な
ら

な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
相
当

な
経
費
が
か
か
る
新
施
設
に
対

し
て
、
井
口
特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
少
な
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

で
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
。

市
長　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
地
購

入
に
も
相
当
の
お
金
を
か
け
て

い
る
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
こ
れ

ま
で
大
い
に
活
用
さ
れ
た
経
過

を
尊
重
し
、
市
民
に
最
大
の
効

果
と
思
っ
て
も
ら
え
る
今
後
の

活
用
の
あ
り
方
を
考
え
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
道
徳
教
育

の
教
科
化
に
つ
い
て

の
経
済
成
長
の
基
盤
と
な
り
、

繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
道

が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
今
の
日

本
の
姿
が
明
確
に
示
し
て
い

る
。
太
平
洋
戦
争
か
ら
得
た
教

訓
は
何
か
、
所
見
を
伺
う
。

市
長　
本
市
で
は
平
和
施
策
の

推
進
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ

れ
て
お
り
、
積
極
的
平
和
の
考

え
に
立
っ
て
い
る
。
世
界
の
平

和
へ
の
歩
み
を
一
歩
一
歩
着
実

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り

も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
政
府
が
提
案
し
て
い
る

安
全
保
障
関
連
法
案
は
、
平
和

憲
法
第
９
条
を
踏
み
に
じ
る
も

の
で
、
市
民
の
中
に
不
安
の
声

が
広
が
っ
て
い
る
。
安
全
保
障

法
制
の
市
民
生
活
に
対
す
る
影

響
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
主
と
し
て
国
政
が
扱
う

事
項
で
あ
り
、ま
さ
に
今
、国
会

で
審
議
さ
れ
て
い
る
内
容
だ
。

議
論
の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
三
鷹
の
空

の
安
全
に
つ
い
て
／
生
活
道
路

の
安
全
に
つ
い
て

過
酷
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。

出
征
、
戦
死
し
た
市
民
の
数
と

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
聞
く
。

市
長　
遺
族
会
が
建
立
し
た
石

碑
に
は
、
当
時
の
三
鷹
町
か
ら

出
征
し
戦
死
し
た
654
名
の
名
前

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三

鷹
市
史
に
は
当
時
の
状
況
が
克

明
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
戦
局

の
悪
化
と
と
も
に
市
民
生
活
も

困
窮
の
度
合
い
が
強
め
ら
れ
て

い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

議
員　
戦
争
を
放
棄
し
、
平
和

主
義
の
も
と
国
際
社
会
に
復
帰

し
歩
ん
で
き
た
70
年
が
、
日
本

議
員　
井
口
特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
野
球
、サ
ッ
カ
ー
、グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
で
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
年
間
約
７
万
人

の
市
民
が
利
用
し
、
住
宅
地
に

あ
っ
て
災
害
時
の
一
時
避
難
場

所
に
も
指
定
さ
れ
る
貴
重
な
場

所
だ
。
今
回
の
選
挙
に
当
た
っ

て
も
、
市
の
売
却
の
方
針
に
対

し
て
「
知
ら
な
か
っ
た
、
残
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

に
ど
う
向
き
合
う
つ
も
り
か
。

市
長　
単
に
売
却
す
る
の
で
な

く
、
新
川
防
災
公
園
・
多
機
能

複
合
施
設
（
仮
称
）
整
備
に
係

る
財
政
負
担
を
軽
減
し
、
売
却

後
も
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

公
益
的
な
活
用
を
す
る
方
向
で

検
討
す
る
。
利
用
者
や
地
域
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
に

説
明
し
、
理
解
を
得
た
い
。

議
員　
こ
の
12
年
間
で
利
用
者

は
倍
に
増
え
て
い
る
。
新
た
に

計
画
さ
れ
て
い
る
施
設
で
は
野

球
も
サ
ッ
カ
ー
も
で
き
な
い
。

市
長　
土
地
は
全
市
民
の
財
産

で
あ
り
、
高
齢
者
福
祉
や
子
育

て
支
援
等
の
ニ
ー
ズ
も
あ
る
。

議
員　
地
方
自
治
法
で
は
、
地

日
本
共
産
党
　
森
　
　 

徹
　
議
員

市
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け

井
口
グ
ラ
ウ
ン
ド
売
却
を
見
直
せ

平成26年度 戦没者追悼式

施政方針（予算概要）と決算概要

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
嶋
﨑
　
英
治
　
議
員

特
定
規
模
電
気
事
業
者（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）

か
ら
の
電
力
調
達
を
拡
大
せ
よ

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
野
村
　
羊
子
　
議
員

市
民
に
開
か
れ
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
半
田
　
伸
明
　
議
員

２
千
円
で
多
く
の
食
料
品
が

手
に
入
る
事
態
に
勝
て
る
の
か

や
さ
し
い
市
政
へ
　
伊
沢
　
け
い
子
　
議
員

戦
争
法
案
へ
の
賛
否
と

高
齢
者
支
援
事
業
の
計
画
を
問
う

　
維
新
の
党
　
増
田
　
仁
　
議
員

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

説
明
責
任
と
市
民
協
働
を
問
う

　

一
般
質
問
の
模
様
は
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
本
会
議

録
画
中
継
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。


